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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】接続体と継手部材との接続を容易に且つ確実に 
行うことができる継手接続構造を提供すること。
【解決手段】ガスコック２（接続体）の接続部８に継手 
部材４の継手部６を被嵌して接続する継手接続構造。接 
続部８の外周面に環状収容溝２８が設けられ、継手部６ 
の内周面に環状係止溝４６が設けられ、環状収容溝２８ 
には、径方向内周側に環状スペーサ３４が配設され、こ 
の環状スペーサ３４の外周側にＣ型係止部材３６が配設 
される。Ｃ型係止部材３６は縮径及び拡径可能であり、 
環状スペーサ３４は、弾性変形可能で且つＣ型係止部材 
３６を環状収容溝２８に対して同心状に保持する。継手 
部材６をガスコック２に装着すると、環状収容溝２８と 
環状係止溝４６とが径方向に対向し、環状スペーサ３４ 
により同心状に保持されたＣ型係止部材３６が拡径して 
元の状態に戻って環状係止溝４６に係止される。
【選択図】図２

審査請求　未請求　請求項の数　6　　ＯＬ　（全14頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 接 続 体 の 接 続 部 に 継 手 部 材 の 継 手 部 を 被 嵌 又 は 嵌 入 し て 接 続 す る 継 手 接 続 構 造 で あ っ て  
、
　 前 記 接 続 体 の 前 記 接 続 部 又 は 前 記 継 手 部 材 の 前 記 継 手 部 の 外 周 面 に は 環 状 収 容 溝 が 設 け  
ら れ 、 前 記 継 手 部 又 は 前 記 接 続 部 の 内 周 面 に は 、 前 記 環 状 収 容 溝 に 対 応 し て 環 状 係 止 溝 が  
設 け ら れ 、 前 記 環 状 収 容 溝 に は 、 径 方 向 内 周 側 に 環 状 ス ペ ー サ が 配 設 さ れ る と と も に 、 前  
記 環 状 ス ペ ー サ の 外 周 側 に Ｃ 型 係 止 部 材 が 配 設 さ れ て お り 、
　 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 は 径 方 向 内 周 側 へ の 縮 径 及 び 径 方 向 外 周 側 へ の 拡 径 が 可 能 な よ う に 構  
成 さ れ 、 前 記 環 状 ス ペ ー サ は 、 弾 性 変 形 可 能 で 且 つ 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 を 前 記 環 状 収 容 溝 に  
対 し て 同 心 状 に 保 持 す る よ う に 作 用 し 、
　 前 記 継 手 部 材 の 前 記 継 手 部 を 前 記 接 続 体 の 前 記 接 続 部 に 対 し て 相 対 的 に 接 続 方 向 に 移 動  
さ せ る と 、 前 記 継 手 部 又 は 前 記 接 続 部 の 内 周 面 が 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 の 外 周 部 に 作 用 す る こ  
と に よ っ て 、 前 記 環 状 ス ペ ー サ が 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 を 同 心 状 に 保 持 し た 状 態 で も っ て 、 前  
記 Ｃ 型 係 止 部 材 が 縮 径 し 、 更 に 所 定 の 接 続 位 置 ま で 移 動 さ せ る と 、 前 記 環 状 収 容 溝 と 前 記  
環 状 係 止 溝 と が 径 方 向 に 対 向 し 、 こ れ に よ っ て 、 前 記 環 状 ス ペ ー サ が 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 を  
同 心 状 に 保 持 し た 状 態 で も っ て 、 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 が 拡 径 し て 元 の 状 態 に 戻 り 、 前 記 Ｃ 型  
係 止 部 材 が 前 記 継 手 部 材 側 又 は 前 記 接 続 体 側 の 前 記 環 状 係 止 溝 に 係 止 さ れ る こ と を 特 徴 と  
す る 継 手 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 は 、 自 然 状 態 に お け る 外 径 が 前 記 継 手 部 材 側 又 は 前 記 接 続 体 側 の 前 記  
環 状 係 止 溝 の 開 口 部 の 内 径 よ り も 大 き く 、 自 然 状 態 に お け る 内 径 が 前 記 接 続 体 側 又 は 前 記  
継 手 部 材 側 の 前 記 環 状 収 容 溝 の 開 口 部 の 外 径 よ り も 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記  
載 の 継 手 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 継 手 部 材 の 前 記 継 手 部 又 は 前 記 接 続 体 の 前 記 接 続 部 の 先 端 部 に は 、 先 端 に 向 け て 内  
径 が 漸 増 す る テ ー パ 状 内 周 面 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の  
継 手 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 接 続 体 の 接 続 部 に 継 手 部 材 の 継 手 部 を 嵌 入 又 は 被 嵌 し て 接 続 す る 継 手 接 続 構 造 で あ っ て  
、
　 前 記 接 続 体 の 前 記 接 続 部 又 は 前 記 継 手 部 材 の 前 記 継 手 部 の 内 周 面 に は 環 状 収 容 溝 が 設 け  
ら れ 、 前 記 継 手 部 又 は 前 記 接 続 部 の 外 周 面 に は 、 前 記 環 状 収 容 溝 に 対 応 し て 環 状 係 止 溝 が  
設 け ら れ 、 前 記 環 状 収 容 溝 に は 、 径 方 向 外 周 側 に 環 状 ス ペ ー サ が 配 設 さ れ る と と も に 、 前  
記 環 状 ス ペ ー サ の 内 周 側 に Ｃ 型 係 止 部 材 が 配 設 さ れ て お り 、
　 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 は 径 方 向 外 周 側 へ の 拡 径 及 び 径 方 向 内 周 側 へ の 縮 径 が 可 能 な よ う に 構  
成 さ れ 、 前 記 環 状 ス ペ ー サ は 、 弾 性 変 形 可 能 で 且 つ 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 を 前 記 環 状 収 容 溝 に  
対 し て 同 心 状 に 保 持 す る よ う に 作 用 し 、
　 前 記 継 手 部 材 の 前 記 継 手 部 を 前 記 接 続 体 の 前 記 接 続 部 に 対 し て 相 対 的 に 接 続 方 向 に 移 動  
さ せ る と 、 前 記 継 手 部 又 は 前 記 接 続 部 の 外 周 面 が 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 の 内 周 部 に 作 用 す る こ  
と に よ っ て 、 前 記 環 状 ス ペ ー サ が 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 を 同 心 状 に 保 持 し た 状 態 で も っ て 、 前  
記 Ｃ 型 係 止 部 材 が 拡 径 し 、 更 に 所 定 の 接 続 位 置 ま で 移 動 さ せ る と 、 前 記 環 状 収 容 溝 と 前 記  
環 状 係 止 溝 と が 径 方 向 に 対 向 し 、 こ れ に よ っ て 、 前 記 環 状 ス ペ ー サ が 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 を  
同 心 状 に 保 持 し た 状 態 で も っ て 、 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 が 縮 径 し て 元 の 状 態 に 戻 り 、 前 記 Ｃ 字  
状 係 止 部 材 が 前 記 継 手 部 材 側 又 は 前 記 接 続 体 側 の 前 記 環 状 係 止 溝 に 係 止 さ れ る こ と を 特 徴  
と す る 継 手 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 Ｃ 字 状 係 止 部 材 は 、 自 然 状 態 に お け る 内 径 が 前 記 接 続 体 側 又 は 前 記 継 手 部 材 側 の 前  
記 環 状 係 止 溝 の 開 口 部 の 外 径 よ り も 小 さ く 、 自 然 状 態 に お け る 外 径 が 前 記 接 続 体 側 又 は 前  
記 継 手 部 材 側 の 前 記 環 状 収 容 溝 の 開 口 部 の 内 径 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に  
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記 載 の 継 手 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 継 手 部 材 の 前 記 継 手 部 又 は 前 記 接 続 体 の 前 記 接 続 部 の 先 端 部 に は 、 先 端 に 向 け て 外  
径 が 漸 減 す る テ ー パ 状 外 周 面 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の  
継 手 接 続 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば ガ ス コ ッ ク の 如 き 接 続 体 と 例 え ば コ ル ゲ ー ト 管 な ど に 装 着 さ れ た 継 手  
部 材 と を 接 続 す る 継 手 接 続 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 接 続 体 と し て の ガ ス コ ン セ ン ト 用 プ ラ グ に 固 定 部 材 を 取 り 付 け る の に 、 Ｃ 型 係  
止 部 材 （ 「 Ｃ 型 リ ン グ 」 な ど と 称 さ れ て い る 。 ） を 利 用 し た 接 続 構 造 が 提 案 さ れ て い る （  
例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 接 続 構 造 で は 、 プ ラ グ の 内 周 面 に 環 状 係 止 溝 が 設 け ら れ  
、 固 定 部 材 の 外 周 面 に 、 プ ラ グ 側 の 環 状 係 止 溝 に 対 応 し て 環 状 収 容 溝 が 設 け ら れ 、 こ の 環  
状 収 容 溝 に Ｃ 型 係 止 部 材 が 収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 接 続 構 造 に お い て は 、 Ｃ 型 係 止 部 材 を 装 着 し た 固 定 部 材 を プ ラ グ に 嵌 入 す る と 、 こ  
の 嵌 入 の 際 に プ ラ グ の 内 周 面 が 作 用 し て Ｃ 型 係 止 部 材 が 径 方 向 内 周 側 に 縮 径 し 、 更 に 所 定  
の 取 付 位 置 ま で 嵌 入 す る と 、 嵌 入 し た 固 定 部 材 の 環 状 収 容 溝 が プ ラ グ 側 の 環 状 係 止 溝 と 対  
向 す る よ う に な る 。 こ の よ う に 嵌 入 す る と 、 縮 径 し た Ｃ 型 係 止 部 材 が 径 方 向 外 周 側 に 拡 径  
し て 元 の 状 態 に 戻 り 、 プ ラ グ 側 の 環 状 係 止 溝 に 嵌 ま り 込 み 、 こ の よ う に し て 固 定 部 材 が プ  
ラ グ に 嵌 入 接 続 さ れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － １ ５ ２ ０ ８ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 接 続 構 造 で は 、 次 の 通 り の 問 題 が あ る 。 固 定 部 材 の 環 状 収 容  
溝 に 収 容 し た 状 態 で は 、 Ｃ 型 係 止 部 材 は 環 状 収 容 溝 内 に 吊 り 下 が っ た 状 態 （ そ の 上 側 部 が  
固 定 部 材 側 の 環 状 収 容 溝 の 底 面 に 当 接 保 持 さ れ た 状 態 ） に 保 持 さ れ 、 こ の よ う な 状 態 で は  
Ｃ 型 係 止 部 材 は 環 状 収 容 溝 に 対 し て 同 心 状 に 保 持 さ れ ず 、 こ の 環 状 収 容 溝 （ 換 言 す る と 、  
固 定 部 材 の 外 周 面 ） に 対 し て 偏 っ た 状 態 に な っ て い る 。 そ れ 故 に 、 嵌 入 の 際 に 、 こ の 偏 っ  
た 状 態 の Ｃ 型 係 止 部 材 が プ ラ グ の 挿 入 開 口 部 に 当 接 す る お そ れ が あ り 、 こ の 当 接 を 回 避 す  
る た め に は 、 Ｃ 型 係 止 部 材 を 環 状 収 容 溝 （ 即 ち 、 固 定 部 材 の 外 周 面 ） に 対 し て 同 心 状 に 保  
持 し 、 か く 同 心 状 に 保 持 し た 状 態 で 固 定 部 材 を プ ラ グ に 嵌 入 す る 必 要 が あ る 。 従 っ て 、 従  
来 の 上 述 し た 接 続 構 造 で は 、 固 定 部 材 を プ ラ グ に 嵌 入 す る 作 業 が 煩 雑 で あ り 、 そ の 作 業 性  
が 悪 く 、 そ の 改 善 が 求 め ら れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 接 続 体 と 継 手 部 材 と の 接 続 を 容 易 に 且 つ 確 実 に 行 う こ と が で き る 継 手  
接 続 構 造 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 継 手 接 続 構 造 は 、 接 続 体 の 接 続 部 に 継 手 部 材 の 継 手 部 を 被 嵌  
又 は 嵌 入 し て 接 続 す る 継 手 接 続 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 接 続 体 の 前 記 接 続 部 又 は 前 記 継 手 部 材 の 前 記 継 手 部 の 外 周 面 に は 環 状 収 容 溝 が 設 け  
ら れ 、 前 記 継 手 部 又 は 前 記 接 続 部 の 内 周 面 に は 、 前 記 環 状 収 容 溝 に 対 応 し て 環 状 係 止 溝 が  
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設 け ら れ 、 前 記 環 状 収 容 溝 に は 、 径 方 向 内 周 側 に 環 状 ス ペ ー サ が 配 設 さ れ る と と も に 、 前  
記 環 状 ス ペ ー サ の 外 周 側 に Ｃ 型 係 止 部 材 が 配 設 さ れ て お り 、
　 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 は 径 方 向 内 周 側 へ の 縮 径 及 び 径 方 向 外 周 側 へ の 拡 径 が 可 能 な よ う に 構  
成 さ れ 、 前 記 環 状 ス ペ ー サ は 、 弾 性 変 形 可 能 で 且 つ 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 を 前 記 環 状 収 容 溝 に  
対 し て 同 心 状 に 保 持 す る よ う に 作 用 し 、
　 前 記 継 手 部 材 の 前 記 継 手 部 を 前 記 接 続 体 の 前 記 接 続 部 に 対 し て 相 対 的 に 接 続 方 向 に 移 動  
さ せ る と 、 前 記 継 手 部 又 は 前 記 接 続 部 の 内 周 面 が 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 の 外 周 部 に 作 用 す る こ  
と に よ っ て 、 前 記 環 状 ス ペ ー サ が 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 を 同 心 状 に 保 持 し た 状 態 で も っ て 、 前  
記 Ｃ 型 係 止 部 材 が 縮 径 し 、 更 に 所 定 の 接 続 位 置 ま で 移 動 さ せ る と 、 前 記 環 状 収 容 溝 と 前 記  
環 状 係 止 溝 と が 径 方 向 に 対 向 し 、 こ れ に よ っ て 、 前 記 環 状 ス ペ ー サ が 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 を  
同 心 状 に 保 持 し た 状 態 で も っ て 、 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 が 拡 径 し て 元 の 状 態 に 戻 り 、 前 記 Ｃ 型  
係 止 部 材 が 前 記 継 手 部 材 側 又 は 前 記 接 続 体 側 の 前 記 環 状 係 止 溝 に 係 止 さ れ る こ と を 特 徴 と  
す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 記 載 の 継 手 接 続 構 造 で は 、 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 は 、 自 然 状 態 に  
お け る 外 径 が 前 記 継 手 部 材 側 又 は 前 記 接 続 体 側 の 前 記 環 状 係 止 溝 の 開 口 部 の 内 径 よ り も 大  
き く 、 自 然 状 態 に お け る 内 径 が 前 記 接 続 体 側 又 は 前 記 継 手 部 材 側 の 前 記 環 状 収 容 溝 の 開 口  
部 の 外 径 よ り も 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ３ に 記 載 の 継 手 接 続 構 造 で は 、 前 記 継 手 部 材 の 前 記 継 手 部 又 は 前  
記 接 続 体 の 前 記 接 続 部 の 先 端 部 に は 、 先 端 に 向 け て 内 径 が 漸 増 す る テ ー パ 状 内 周 面 が 設 け  
ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ４ に 記 載 の 継 手 接 続 構 造 は 、 接 続 体 の 接 続 部 に 継 手 部 材 の 継 手 部  
を 嵌 入 又 は 被 嵌 し て 接 続 す る 継 手 接 続 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 接 続 体 の 前 記 接 続 部 又 は 前 記 継 手 部 材 の 前 記 継 手 部 の 内 周 面 に は 環 状 収 容 溝 が 設 け  
ら れ 、 前 記 継 手 部 又 は 前 記 接 続 部 の 外 周 面 に は 、 前 記 環 状 収 容 溝 に 対 応 し て 環 状 係 止 溝 が  
設 け ら れ 、 前 記 環 状 収 容 溝 に は 、 径 方 向 外 周 側 に 環 状 ス ペ ー サ が 配 設 さ れ る と と も に 、 前  
記 環 状 ス ペ ー サ の 内 周 側 に Ｃ 型 係 止 部 材 が 配 設 さ れ て お り 、
　 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 は 径 方 向 外 周 側 へ の 拡 径 及 び 径 方 向 内 周 側 へ の 縮 径 が 可 能 な よ う に 構  
成 さ れ 、 前 記 環 状 ス ペ ー サ は 、 弾 性 変 形 可 能 で 且 つ 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 を 前 記 環 状 収 容 溝 に  
対 し て 同 心 状 に 保 持 す る よ う に 作 用 し 、
　 前 記 継 手 部 材 の 前 記 継 手 部 を 前 記 接 続 体 の 前 記 接 続 部 に 対 し て 相 対 的 に 接 続 方 向 に 移 動  
さ せ る と 、 前 記 継 手 部 又 は 前 記 接 続 部 の 外 周 面 が 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 の 内 周 部 に 作 用 す る こ  
と に よ っ て 、 前 記 環 状 ス ペ ー サ が 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 を 同 心 状 に 保 持 し た 状 態 で も っ て 、 前  
記 Ｃ 型 係 止 部 材 が 拡 径 し 、 更 に 所 定 の 接 続 位 置 ま で 移 動 さ せ る と 、 前 記 環 状 収 容 溝 と 前 記  
環 状 係 止 溝 と が 径 方 向 に 対 向 し 、 こ れ に よ っ て 、 前 記 環 状 ス ペ ー サ が 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 を  
同 心 状 に 保 持 し た 状 態 で も っ て 、 前 記 Ｃ 型 係 止 部 材 が 縮 径 し て 元 の 状 態 に 戻 り 、 前 記 Ｃ 字  
状 係 止 部 材 が 前 記 継 手 部 材 側 又 は 前 記 接 続 体 側 の 前 記 環 状 係 止 溝 に 係 止 さ れ る こ と を 特 徴  
と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ５ に 記 載 の 継 手 接 続 構 造 で は 、 前 記 Ｃ 字 状 係 止 部 材 は 、 自 然 状 態  
に お け る 内 径 が 前 記 接 続 体 側 又 は 前 記 継 手 部 材 側 の 前 記 環 状 係 止 溝 の 開 口 部 の 外 径 よ り も  
小 さ く 、 自 然 状 態 に お け る 外 径 が 前 記 接 続 体 側 又 は 前 記 継 手 部 材 側 の 前 記 環 状 収 容 溝 の 開  
口 部 の 内 径 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 更 に 、 本 発 明 の 請 求 項 ６ に 記 載 の 継 手 接 続 構 造 で は 、 前 記 継 手 部 材 の 前 記 継 手 部 又 は 前  
記 接 続 体 の 前 記 接 続 部 の 先 端 部 に は 、 先 端 に 向 け て 外 径 が 漸 減 す る テ ー パ 状 外 周 面 が 設 け  
ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 継 手 接 続 構 造 に よ れ ば 、 接 続 体 の 接 続 部 （ 又 は 継 手 部 材 の 継  
手 部 ） の 外 周 面 に 環 状 収 容 溝 が 設 け ら れ 、 継 手 部 （ 又 は 接 続 部 ） の 内 周 面 に 環 状 係 止 溝 が  
設 け ら れ 、 こ の 環 状 収 容 溝 に 径 方 向 内 周 側 に 環 状 ス ペ ー サ が 配 設 さ れ る と と も に 、 環 状 ス  
ペ ー サ の 外 周 側 に Ｃ 型 係 止 部 材 が 配 設 さ れ て い る の で 、 こ の 環 状 ス ペ ー サ の 作 用 に よ っ て  
、 Ｃ 型 係 止 部 材 が 環 状 収 容 溝 （ 換 言 す る と 、 接 続 部 （ 又 は 継 手 部 ） の 外 周 面 ） に 対 し て 同  
心 状 に 保 持 さ れ 、 か く 同 心 状 に 保 持 さ れ た 状 態 で 接 続 体 側 の 接 続 部 へ の 継 手 部 材 側 の 継 手  
部 の 被 嵌 （ 又 は 嵌 入 ） が 行 わ れ 、 従 っ て 、 こ の 接 続 部 へ の 継 手 部 の 被 嵌 （ 又 は 嵌 入 ） を 容  
易 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 継 手 部 を 所 定 の 接 続 位 置 ま で 移 動 さ せ る と 、 環 状 収 容  
溝 と 環 状 係 止 溝 と が 径 方 向 に 対 向 し 、 こ れ に よ っ て 、 環 状 ス ペ ー サ が Ｃ 型 係 止 部 材 を 同 心  
状 に 保 持 し た 状 態 で も っ て 、 Ｃ 型 係 止 部 材 が 拡 径 し て 元 の 状 態 に 戻 り 、 こ の Ｃ 型 係 止 部 材  
が 継 手 部 材 側 （ 又 は 接 続 体 側 ） の 環 状 係 止 溝 に 係 止 し 、 か く し て 、 こ の Ｃ 型 係 止 部 材 を 介  
し て 接 続 体 と 継 手 部 材 と を 確 実 に 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 記 載 の 継 手 接 続 構 造 に よ れ ば 、 Ｃ 型 係 止 部 材 は 、 自 然 状 態 に  
お け る 外 径 が 継 手 部 材 側 （ 又 は 接 続 体 側 ） の 環 状 係 止 溝 の 開 口 部 の 内 径 よ り も 大 き い の で  
、 環 状 収 容 溝 に 収 容 さ れ た 状 態 で は 、 そ の 外 周 部 が 環 状 収 容 溝 か ら 径 方 向 外 周 側 に 突 出 し  
、 従 っ て 、 継 手 部 材 を 接 続 し た 状 態 で は 、 こ の Ｃ 型 係 止 部 材 の 外 周 部 が 環 状 係 止 溝 に 嵌 ま  
り 込 ん で 確 実 に 係 止 さ れ る 。 ま た 、 こ の Ｃ 型 係 止 部 材 は 、 自 然 状 態 に お け る 内 径 が 接 続 体  
側 （ 又 は 継 手 部 材 側 ） の 環 状 収 容 溝 の 開 口 部 の 外 径 よ り も 小 さ い の で 、 そ の 内 周 部 は 環 状  
収 容 溝 に 収 容 さ れ た 状 態 と な り 、 こ の 環 状 収 容 溝 か ら の 離 脱 を 防 止 す る こ と が で き 、 ま た  
Ｃ 型 係 止 部 材 を 介 し て 接 続 体 及 び 継 手 部 材 を 確 実 に 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ３ に 記 載 の 継 手 接 続 構 造 に よ れ ば 、 継 手 部 材 の 継 手 部 （ 又 は 接 続  
体 の 接 続 部 ） の 先 端 部 に 先 端 に 向 け て 内 径 が 漸 増 す る テ ー パ 状 内 周 面 が 設 け ら れ て い る の  
で 、 接 続 体 側 の 接 続 部 に 継 手 部 材 側 の 継 手 部 を 被 嵌 （ 又 は 嵌 入 ） す る 際 に 、 こ の テ ー パ 状  
内 周 面 が Ｃ 型 係 止 部 材 を 同 心 状 に 保 っ た 状 態 で 径 方 向 内 周 側 に 縮 径 す る よ う に 作 用 し 、 か  
く し て 、 こ の Ｃ 型 係 止 部 材 を ス ム ー ス に 且 つ 安 定 的 に 縮 径 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ４ に 記 載 の 継 手 接 続 構 造 に よ れ ば 、 接 続 体 の 接 続 部 （ 又 は 継 手 部 材 の 継  
手 部 ） の 内 周 面 に 環 状 収 容 溝 が 設 け ら れ 、 継 手 部 （ 又 は 接 続 部 ） の 外 周 面 に 環 状 係 止 溝 が  
設 け ら れ 、 こ の 環 状 収 容 溝 に 径 方 向 外 周 側 に 環 状 ス ペ ー サ が 配 設 さ れ る と と も に 、 環 状 ス  
ペ ー サ の 内 周 側 に Ｃ 型 係 止 部 材 が 配 設 さ れ て い る の で 、 こ の 環 状 ス ペ ー サ の 作 用 に よ っ て  
、 Ｃ 型 係 止 部 材 が 環 状 収 容 溝 （ 換 言 す る と 、 接 続 部 （ 又 は 継 手 部 ） の 内 周 面 ） に 対 し て 同  
心 状 に 保 持 さ れ 、 か く 同 心 状 に 保 持 さ れ た 状 態 で 接 続 体 側 の 接 続 部 へ の 継 手 部 材 側 の 継 手  
部 の 嵌 入 （ 又 は 被 嵌 ） が 行 わ れ 、 従 っ て 、 こ の 接 続 部 へ の 継 手 部 の 嵌 入 （ 又 は 被 嵌 ） を 容  
易 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 継 手 部 を 所 定 の 接 続 位 置 ま で 移 動 さ せ る と 、 環 状 収 容  
溝 と 環 状 係 止 溝 と が 径 方 向 に 対 向 し 、 こ れ に よ っ て 、 環 状 ス ペ ー サ が Ｃ 型 係 止 部 材 を 同 心  
状 に 保 持 し た 状 態 で も っ て 、 Ｃ 型 係 止 部 材 が 縮 径 し て 元 の 状 態 に 戻 り 、 こ の Ｃ 型 係 止 部 材  
が 継 手 部 材 側 （ 又 は 接 続 体 側 ） の 環 状 係 止 溝 に 係 止 し 、 か く し て 、 こ の Ｃ 型 係 止 部 材 を 介  
し て 接 続 体 と 継 手 部 材 と を 確 実 に 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ５ に 記 載 の 継 手 接 続 構 造 に よ れ ば 、 Ｃ 型 係 止 部 材 は 、 自 然 状 態 に  
お け る 内 径 が 継 手 部 材 側 （ 又 は 接 続 体 側 ） の 環 状 係 止 溝 の 開 口 部 の 外 径 よ り も 小 さ い の で  
、 環 状 収 容 溝 に 収 容 さ れ た 状 態 で は 、 そ の 内 周 部 が 環 状 収 容 溝 か ら 径 方 向 内 周 側 に 突 出 し  
、 継 手 部 材 を 接 続 し た 状 態 に お い て は 、 こ の Ｃ 型 係 止 部 材 の 内 周 部 が 環 状 係 止 溝 に 嵌 ま り  
込 ん で 確 実 に 係 止 さ れ る 。 ま た 、 こ の Ｃ 型 係 止 部 材 は 、 自 然 状 態 に お け る 外 径 が 接 続 体 側  
（ 又 は 継 手 部 材 側 ） の 環 状 収 容 溝 の 開 口 部 の 内 径 よ り も 大 き い の で 、 そ の 外 周 部 は 環 状 収  
容 溝 に 収 容 れ た 状 態 と な り 、 こ の 環 状 収 容 溝 か ら の 離 脱 を 防 止 す る こ と が で き 、 ま た こ の  
Ｃ 型 係 止 部 材 を 介 し て 接 続 体 及 び 継 手 部 材 を 確 実 に 接 続 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ６ に 記 載 の 継 手 接 続 構 造 に よ れ ば 、 継 手 部 材 の 継 手 部 （ 又 は 接 続  
体 の 接 続 部 ） の 先 端 部 に 先 端 に 向 け て 外 径 が 漸 減 す る テ ー パ 状 外 周 面 が 設 け ら れ て い る の  
で 、 接 続 体 側 の 接 続 部 に 継 手 部 材 側 の 継 手 部 を 嵌 入 （ 又 は 被 嵌 ） す る 際 に 、 こ の テ ー パ 状  
外 周 面 が Ｃ 型 係 止 部 材 を 同 心 状 に 保 っ た 状 態 で 径 方 向 外 周 側 に 拡 径 す る よ う に 作 用 し 、 か  
く し て 、 こ の Ｃ 型 係 止 部 材 を ス ム ー ス に 且 つ 安 定 的 に 拡 径 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 従 う 継 手 接 続 構 造 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 継 手 連 結 構 造 を 断 面 で 示 す 断 面 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の 継 手 連 結 構 造 の 接 続 部 分 の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 部 分 拡 大 断 面 図 。
【 図 ４ 】 図 １ の 継 手 接 続 構 造 に お い て 接 続 前 の 状 態 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 従 う 継 手 接 続 構 造 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 断 面 で 示 す 断 面 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 従 う 継 手 接 続 構 造 の 第 ３ の 実 施 形 態 の 要 部 を 断 面 で 示 す 断 面 図 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 継 手 接 続 構 造 の 接 続 部 分 の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 部 分 拡 大 断 面 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 に 従 う 継 手 接 続 構 造 の 種 々 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明  
す る 。 ま ず 、 図 １ ～ 図 ４ を 参 照 し て 、 継 手 接 続 構 造 の 第 １ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。  
こ の 第 １ の 実 施 形 態 で は 、 継 手 接 続 構 造 を 接 続 体 と し て の ガ ス コ ッ ク と 継 手 部 材 と の 接 続  
に 適 用 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に お い て 、 図 示 の 継 手 接 続 構 造 は 、 ガ ス コ ッ ク ２ （ 接 続 体 ） と 、 こ の ガ ス  
コ ッ ク ２ に 接 続 さ れ る 継 手 部 材 ４ と を 備 え 、 継 手 部 材 ４ の 継 手 部 ６ が ガ ス コ ッ ク ２ の 接 続  
部 ８ の 外 周 側 に 嵌 合 さ れ て 後 述 す る 如 く 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 示 の ガ ス コ ッ ク ２ は 、 筒 状 の ガ ス コ ッ ク 本 体 １ ０ （ 継 手 本 体 を 構 成 す る ） を 備 え 、 こ  
の ガ ス コ ッ ク 本 体 １ ０ に 接 続 部 ８ が 一 体 的 に 設 け ら れ て い る 。 ガ ス コ ッ ク 本 体 １ ０ に は ガ  
ス 流 路 １ ２ が 設 け ら れ 、 ま た そ の 接 続 部 ８ に は ガ ス 送 出 流 路 １ ４ が 設 け ら れ 、 こ の ガ ス 流  
路 １ ２ と ガ ス 送 出 流 路 １ ４ と の 間 に 開 閉 弁 １ ６ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ガ ス コ ッ ク 本 体 １ ０ の 上 端 部 に は 操 作 部 １ ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 操 作 部 １ ８ を 押 圧  
し て 開 方 向 に 操 作 す る と 、 開 閉 弁 １ ６ が 開 状 態 と な り 、 ガ ス コ ッ ク 本 体 １ ０ の ガ ス 流 路 １  
２ と 接 続 部 ８ の ガ ス 送 出 流 路 １ ４ と が 開 閉 弁 １ ６ の ガ ス 接 続 流 路 ２ ０ を 介 し て 連 通 さ れ 、  
ま た こ の 操 作 部 １ ８ を 押 圧 し て 閉 方 向 に 操 作 す る と 、 開 閉 弁 １ ６ が 図 ２ に 示 す 閉 状 態 と な  
り 、 ガ ス コ ッ ク 本 体 １ ０ の ガ ス 流 路 １ ２ と 接 続 部 ８ の ガ ス 送 出 流 路 １ ４ と の 連 通 が 遮 断 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 第 １ の 実 施 形 態 で は 、 ガ ス コ ッ ク 本 体 １ ０ の 接 続 部 ８ は 、 更 に 、 次 の よ う に 構 成 さ  
れ て い る 。 図 ３ を も 参 照 し て 、 こ の 接 続 部 ８ は 略 円 筒 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 基 部 ２ ２ の 外 径  
は そ の 先 端 部 ２ ４ の 外 径 よ り も 幾 分 大 き く 、 こ の 基 部 ２ ２ と 先 端 部 ２ ４ と の 間 に 段 部 ２ ６  
が 設 け ら れ て い る 。 こ の 接 続 部 ８ の 基 部 ２ ２ に は 環 状 収 容 溝 ２ ８ 及 び 第 １ 環 状 溝 ３ ０ が 設  
け ら れ 、 環 状 収 容 溝 ２ ８ が 開 閉 弁 １ ６ 側 に 、 第 １ 環 状 溝 ３ ０ が 段 部 ２ ６ 側 に 設 け ら れ て い  
る 。 ま た 、 こ の 接 続 部 ８ の 先 端 部 ２ ４ に 第 ２ 環 状 溝 ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 環 状 収 容 溝 ２ ８ に は 径 方 向 内 周 側 （ 即 ち 、 環 状 収 容 溝 ２ ８ の 底 部 側  
） に 環 状 ス ペ ー サ ３ ４ が 配 設 さ れ 、 こ の 環 状 ス ペ ー サ ３ ４ の 外 周 側 （ 即 ち 、 環 状 収 容 溝 ２  
８ の 開 口 部 側 ） に Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ が 配 設 さ れ て い る 。 尚 、 環 状 ス ペ ー サ ３ ４ 及 び Ｃ 型 係  
止 部 材 ３ ６ に つ い て は 後 述 す る 。 ま た 、 段 部 ２ ６ に は 耐 火 用 Ｏ リ ン グ ３ ８ が 装 着 さ れ 、 更  
に 、 第 １ 環 状 溝 ３ ０ 及 び 第 ２ 環 状 溝 ３ ２ に 気 密 用 Ｏ リ ン グ ４ ０ が 装 着 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 示 の 継 手 部 材 ４ は 、 筒 状 の 継 手 本 体 ４ ２ を 備 え 、 こ の 継 手 本 体 ４ ２ の 一 端 部 に 継 手 部  
６ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 継 手 本 体 ４ ２ 及 び 継 手 部 ６ を 通 し て ガ ス 送 給 流 路 ４ ４ が 設 け ら  
れ 、 こ の 継 手 部 ６ の 内 周 面 （ 即 ち 、 ガ ス 送 給 流 路 ４ ４ を 規 定 す る 内 周 面 ） は 、 ガ ス コ ッ ク  
本 体 １ ０ の 接 続 部 ８ の 外 周 面 の 形 状 に 対 応 し た 形 状 と な っ て い る 。 こ の よ う に 構 成 さ れ て  
い る の で 、 継 手 本 体 ４ ２ の 継 手 部 ６ は 、 ガ ス コ ッ ク 本 体 １ ０ の 接 続 部 ８ の 外 周 側 に 嵌 合 さ  
せ て 後 述 す る よ う に し て 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 継 手 部 ６ の 内 周 面 に は 、 ガ ス コ ッ ク ２ の 接 続 部 ８ 側 の 環 状 収 容 溝 ２ ８ に 対 応 し て 環  
状 係 止 溝 ４ ６ が 設 け ら れ て い る 。 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 継 手 本 体 ４ ２ を ガ ス コ ッ ク  
本 体 １ ０ の 接 続 部 ８ に 被 嵌 し て 所 要 の 通 り に 接 続 す る と 、 こ の 環 状 係 止 溝 ４ ６ は 、 ガ ス コ  
ッ ク ２ 側 の 環 状 収 容 溝 ２ ８ の 外 周 側 に 位 置 付 け ら れ る 。 ま た 、 継 手 本 体 ４ ２ の 矢 印 ４ ８ で  
示 す 挿 入 方 向 の 端 部 （ 即 ち 、 挿 入 方 向 の 先 端 部 ） に は 、 挿 入 方 向 に 向 け て 内 径 が 漸 増 す る  
（ 即 ち 、 先 端 に 向 け て 拡 径 す る ） テ ー パ 状 内 周 面 ５ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 主 と し て 図 ３ を 参 照 し て 、 環 状 ス ペ ー サ ３ ４ 及 び Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ に つ い て 説 明  
す る 。 環 状 ス ペ ー サ ３ ４ は 、 合 成 ゴ ム 、 合 成 樹 脂 な ど か ら 形 成 さ れ た 弾 性 部 材 か ら 構 成 さ  
れ 、 C 型 係 止 部 材 ３ ６ を 環 状 収 容 溝 ３ ２ （ 即 ち 、 接 続 部 ８ の 基 部 ２ ２ の 外 周 面 ） に 対 し て  
同 心 状 に 保 持 す る よ う に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 C 型 係 止 部 材 ３ ６ は 金 属 製 の C 字 状 リ ン グ 部 材 （ 所 謂 、 ス ト ッ プ リ ン グ 、 Ｃ リ ン  
グ な ど と 称 さ れ て い る も の ） か ら 構 成 さ れ 、 こ の よ う な C 型 係 止 部 材 ３ ６ は 、 リ ン グ 状 の  
一 部 が 欠 い て C 字 状 に 形 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ （ Ｃ 字 状 リ ン グ 部 材 ） は 、 次 の よ う に 構 成 す る の が 好 ま し い 。 即  
ち 、 自 然 状 態 （ 拡 径 、 縮 径 し て い な い 状 態 ） に お け る C 型 係 止 部 材 ３ ６ （ Ｃ 字 状 リ ン グ 部  
材 ） の 内 径 ｒ １ が 、 接 続 部 ８ 側 の 環 状 収 容 溝 ２ ８ の 開 口 部 の 外 径 Ｒ １ （ 換 言 す る と 、 接 続  
部 ８ の 基 部 ２ ２ の 外 径 ） よ り も 小 さ く な る よ う に 構 成 さ れ 、 こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ  
り 、 環 状 収 容 溝 ２ ８ に 装 着 し た 状 態 に お い て 、 Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ の 内 周 部 が 環 状 収 容 溝 ２  
８ に 収 容 さ れ る よ う に な り 、 こ の 環 状 収 容 溝 ２ ８ か ら の 離 脱 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 自 然 状 態 に お け る Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ （ Ｃ 字 状 リ ン グ 部 材 ） の 外 径 Ｒ ２ が 、 継 手 部  
６ 側 の 環 状 係 止 溝 ４ ６ の 開 口 部 の 内 径 ｒ ２ よ り も 大 き く な る よ う に 設 定 さ れ 、 こ の よ う に  
構 成 す る こ と に よ り 、 継 手 部 材 ４ の 継 手 部 ６ を ガ ス コ ッ ク ２ の 接 続 部 ８ に 接 続 し た 状 態 に  
お い て 、 こ の Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ の 外 周 部 が 継 手 部 ６ 側 の 環 状 係 止 溝 ４ ６ 内 に 嵌 ま り 込 ん で  
こ の 環 状 係 止 溝 ４ ６ に 係 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 こ の Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ の 直 径 Ｄ １ が 、 接 続 部 ８ 側 の 環 状 収 容 溝 ２ ８ の 深 さ ｈ １ よ  
り も 小 さ く な る よ う に 構 成 さ れ 、 こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ っ て 、 Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ が  
後 述 よ う に し て 径 方 向 内 方 に 押 圧 さ れ た と き に 径 方 向 内 周 側 に 縮 径 し て 環 状 収 容 溝 ２ ８ に  
収 容 さ れ る こ と が 許 容 さ れ 、 こ の と き 、 環 状 ス ペ ー サ ３ ４ は 、 径 方 向 内 方 に 弾 性 変 形 す る  
よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 尚 、 環 状 ス ペ ー サ ３ ４ は 、 接 続 部 ８ 側 の 環 状 収 容 溝 ２ ８ の 底 部 側 に （ 即 ち 、 Ｃ 型 係 止 部  
材 ３ ６ の 径 方 向 内 周 側 ） ） に 収 容 さ れ 、 そ の 表 面 側 （ Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ と の 接 触 側 ） が 自  
然 状 態 に お け る Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ の 外 周 面 と 接 触 乃 至 近 接 す る 大 き さ と な る よ う に 構 成 さ  
れ 、 こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 こ の 環 状 収 容 溝 ２ ８ に 収 容 さ れ た Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６  
が こ の 環 状 収 容 溝 ２ ８ に 対 し て 同 心 状 に 保 持 さ れ る と と も に 、 同 心 状 に 保 っ た 状 態 で Ｃ 型  
係 止 部 材 ３ ６ が 径 方 向 に 縮 径 及 び 拡 径 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 継 手 部 材 ４ の 継 手 部 ６ を ガ ス コ ッ ク ２ の 接 続 部 ８ へ 接 続 す る に は 、 例 え ば 、 次 の よ う に  
し て 行 な わ れ る 。 こ の 接 続 は 、 図 ４ に 示 す 状 態 か ら 継 手 部 材 ４ を 矢 印 ４ ８ で 示 す 挿 入 方 向  
に 移 動 さ せ 、 そ の 継 手 部 ６ を ガ ス コ ッ ク ２ の 接 続 部 ８ に 被 嵌 さ せ て 装 着 位 置 ま で 押 し 込 む  
よ う に す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ガ ス コ ッ ク ２ の 接 続 部 ８ の 外 周 側 に 嵌 合 す る よ う に 継 手 部 ６ を 装 着 し て 図 ２ 及 び 図 ３ に  
示 す 装 着 位 置 に 向 け て 移 動 さ せ る と 、 図 ３ 及 び 図 ４ か ら 理 解 さ れ る よ う に 、 継 手 部 ６ の テ  
ー パ 状 内 周 面 ５ ０ が Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ の 外 周 部 （ 環 状 収 容 溝 ２ ８ か ら 径 方 向 外 周 側 に 突 出  
し て い る 部 位 ） に 作 用 し て 径 方 向 内 周 側 に 押 圧 し 、 環 状 ス ペ ー サ ３ ４ が 弾 性 変 形 す る こ と  
に よ っ て 、 こ の Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ は 径 方 向 内 周 側 に 縮 径 し て 環 状 収 容 溝 ２ ８ 内 に 収 容 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の と き 、 環 状 収 容 溝 ２ ８ 内 の Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ は 環 状 ス ペ ー サ ３ ４ に よ り 同 心 状 に 保  
持 さ れ 、 ま た 継 手 部 ６ の テ ー パ 状 内 周 面 ５ ０ が 周 方 向 に 均 一 に 作 用 す る の で 、 こ の Ｃ 型 係  
止 部 材 ３ ６ は 環 状 ス ペ ー サ ３ ４ に よ り 同 心 状 に 保 持 さ れ た 状 態 で 径 方 向 内 周 側 に 縮 径 さ れ  
、 こ れ に よ っ て 、 Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ を ス ム ー ス に 且 つ 安 定 的 に 縮 径 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う に し て 継 手 部 材 ４ を 装 着 位 置 ま で 押 し 込 む と 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 ガ  
ス コ ッ ク ２ 側 の 環 状 収 容 溝 ２ ８ の 径 方 向 外 周 側 に 継 手 部 材 ４ の 環 状 係 止 溝 ４ ６ が 位 置 付 け  
ら れ る 。 か く す る と 、 継 手 部 材 ４ の 継 手 部 ６ の 内 周 面 に よ る Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ へ の 押 圧 状  
態 が 解 除 さ れ 、 こ の Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ は 径 方 向 外 周 側 に 拡 径 し 、 そ の 外 周 部 が 環 状 係 止 溝  
４ ６ 内 に 嵌 め 込 ま れ て こ の 環 状 係 止 溝 ４ ６ に 係 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の と き 、 環 状 ス ペ ー サ ３ ４ は 、 縮 径 状 態 の Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ の 内 周 部 に 作 用 し て 同 心  
状 に 保 持 し て い る の で 、 縮 径 状 態 が 開 放 さ れ る と 、 こ の Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ は 環 状 ス ペ ー サ  
３ ４ に よ り 保 持 さ れ た 状 態 で 径 方 向 外 周 側 に 同 心 状 に 拡 径 さ れ て 元 の 状 態 に 戻 り 、 か く し  
て 、 Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ を 安 定 的 に 拡 径 さ せ て 環 状 係 止 溝 ４ ６ に 確 実 に 係 止 さ せ る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う に 、 継 手 部 材 ４ の 継 手 部 ６ を ガ ス コ ッ ク ２ の 接 続 部 ８ に 被 嵌 さ せ て 装 着 方 向 に  
押 し 込 む と い う 簡 単 な 操 作 で も っ て 、 継 手 部 材 ４ を ガ ス コ ッ ク ２ の 接 続 部 ８ に 確 実 に 接 続  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 接 続 状 態 に お い て は 、 耐 火 用 Ｏ リ ン グ ３ ８ は 、 一 対 の 気 密 用 Ｏ リ ン グ ４ ０ の 間 の 部  
位 に て ガ ス コ ッ ク ２ の 接 続 部 ８ と 継 手 部 材 ４ の 継 手 部 ６ と の 間 を 火 災 時 に 膨 張 し て 気 密 状  
態 に 保 ち 、 ま た 気 密 用 Ｏ リ ン グ ４ ０ は 、 Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ よ り も 継 手 本 体 ４ ２ 側 に お い て  
こ の 接 続 部 ８ と 継 手 部 材 ４ の 継 手 部 ６ と の 間 を 気 密 状 態 に 保 つ 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 ガ ス コ ッ ク ２ （ 接 続 体 ） の 接 続 部 ８ の 外 周 側 に 継 手 部 材 ４ の 継  
手 部 ６ を 被 嵌 さ せ て 接 続 さ せ て い る が 、 こ の よ う な 構 成 に 代 え て 、 ガ ス コ ッ ク ２ の 接 続 部  
８ の 内 周 側 に 継 手 部 材 ４ の 継 手 部 ６ を 嵌 入 さ せ て 接 続 す る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 、  
上 述 し た 実 施 形 態 に お け る 継 手 部 材 ４ の 継 手 部 ６ と ガ ス コ ッ ク ２ の 接 続 部 ８ と が 反 対 に な  
り 、 図 示 し て い な い が 、 継 手 部 材 ４ の 接 続 部 ６ の 外 周 面 に 環 状 収 容 溝 ２ ８ が 設 け ら れ 、 こ  
の 環 状 収 容 溝 ２ ８ の 底 部 側 （ 径 方 向 内 周 側 ） に 環 状 ス ペ ー サ ３ ４ が 配 設 さ れ 、 更 に 環 状 収  
容 溝 ２ ８ の 開 口 部 側 （ 径 方 向 外 周 側 ） に Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ が 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 ガ ス コ ッ ク ２ の 接 続 部 ８ の 内 周 面 に 、 継 手 部 材 ４ 側 の 環 状 収 容 溝 ２ ８ に 対 応 し て  
環 状 係 止 溝 ４ ６ が 設 け ら れ 、 継 手 部 材 ４ の 継 手 部 ６ を ガ ス コ ッ ク ２ の 接 続 部 ８ に 所 要 の 通  
り に 嵌 入 さ せ る と 、 継 手 部 材 ４ 側 の 環 状 収 容 溝 ２ ８ の 径 方 向 外 周 側 に ガ ス コ ッ ク ２ 側 の 環  
状 係 止 溝 ４ ６ が 位 置 す る よ う に な り 、 ま た ガ ス コ ッ ク ２ の 接 続 部 ８ の 先 端 部 に 、 先 端 に 向  
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け て 内 径 が 漸 増 す る （ 先 端 に 向 け て 拡 径 す る ） テ ー パ 状 内 周 面 が 設 け ら れ 、 か か る テ ー パ  
状 内 周 面 が 継 手 部 材 ４ の 環 状 収 容 溝 ２ ８ に 収 容 さ れ た Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ の 外 周 部 に 作 用 し  
て 径 方 向 内 周 側 に 縮 径 さ る 。 尚 、 環 状 収 容 溝 ２ ８ 、 環 状 係 止 溝 ４ ６ 及 び Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６  
に 関 す る 寸 法 関 係 に つ い て は 、 図 １ ～ 図 ４ に 示 す 実 施 形 態 と 同 様 の 関 係 と な る よ う に 構 成  
さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の よ う に ガ ス コ ッ ク ２ の 接 続 部 ８ に 継 手 部 材 ４ の 継 手 部 ６ を 嵌 入 さ せ る よ う に 構 成 し  
た 場 合 に お い て も 、 環 状 収 容 溝 ２ ８ 及 び 環 状 係 止 溝 ４ ６ に 関 す る 構 成 並 び に 環 状 テ ー パ 部  
材 ３ ４ 及 び Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ に 関 す る 構 成 を 上 述 の 実 施 形 態 と 同 様 に す る こ と に よ っ て 、  
上 述 の 実 施 形 態 と 同 様 の 作 用 効 果 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 述 し た 継 手 接 続 構 造 は 、 例 え ば 、 図 ５ に 示 す よ う な ガ ス コ ン セ ン ト に お け る 接 続 構 造  
に も 同 様 に 適 用 す る こ と が で き る 。 図 ５ に お い て 、 第 ２ の 実 施 形 態 の 継 手 接 続 構 造 に い て  
は 、 接 続 体 と し て の ガ ス コ ン セ ン ト ２ Ａ は コ ン セ ン ト 本 体 １ ０ Ａ （ 接 続 本 体 を 構 成 す る ）  
を 備 え 、 こ の コ ン セ ン ト 本 体 １ ０ Ａ の 一 端 部 （ 下 端 部 ） に 接 続 部 ８ Ａ が 一 体 的 に 設 け ら れ  
て い る 。 こ の コ ン セ ン ト 本 体 １ ０ Ａ の 上 部 の 側 面 に は 供 給 用 接 続 部 材 ６ ２ が 設 け ら れ 、 ガ  
ス 器 具 に 接 続 さ れ た ガ ス ホ ー ス の 先 端 部 に 取 り 付 け ら れ た 接 続 継 手 部 材 （ 図 示 せ ず ） が 、  
こ の 供 給 用 接 続 部 材 ６ ２ に 接 続 さ れ る 。 尚 、 こ の コ ン セ ン ト 本 体 １ ０ Ａ 及 び 供 給 用 接 続 部  
材 ６ ２ 内 に は 円 筒 栓 ６ ４ 及 び バ ル ブ ６ ６ な ど が 内 蔵 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 ガ ス コ ン セ ン ト ２ Ａ の 接 続 部 ８ Ａ に 接 続 さ れ る 継 手 部 材 ４ Ａ は 継 手 本 体 ４ ２ Ａ を  
備 え 、 こ の 継 手 本 体 ４ ２ Ａ の 一 端 部 に 継 手 部 ６ Ａ が 設 け ら れ 、 ガ ス コ ン セ ン ト ２ Ａ （ 接 続  
体 ） の 接 続 部 ８ Ａ と 継 手 部 材 ４ Ａ の 継 手 部 ６ Ａ と の 接 続 に 、 本 発 明 に 従 う 継 手 接 続 構 造 が  
適 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 コ ン セ ン ト 本 体 １ ０ Ａ の 接 続 部 ８ Ａ の 外 周 面 に 環 状 収 容 溝 ２  
８ Ａ が 設 け ら れ 、 こ の 環 状 収 容 溝 ２ ８ Ａ の 底 部 側 に 環 状 ス ペ ー サ ３ ４ Ａ が 配 設 さ れ 、 そ の  
環 状 ス ペ ー サ ３ ４ Ａ の 径 方 向 外 周 側 （ 環 状 収 容 溝 ２ ８ Ａ の 開 口 部 側 ） に Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６  
Ａ が 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 継 手 本 体 ４ ２ Ａ の 継 手 部 ６ Ａ の 内 周 面 に は 、 接 続 部 ８ Ａ 側 の  
環 状 収 容 溝 ２ ８ Ａ に 対 応 し て 環 状 係 止 溝 ４ ６ Ａ が 設 け ら れ て い る 。 コ ン セ ン ト 本 体 １ ０ Ａ  
側 の 環 状 収 容 溝 ２ ８ Ａ 及 び 継 手 本 体 ６ Ａ 側 の 環 状 係 止 溝 ４ ６ Ａ 並 び に 環 状 収 容 溝 ２ ８ Ａ に  
収 容 さ れ た 環 状 ス ペ ー サ ３ ４ Ａ 及 び Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ａ に つ い て は 、 上 述 の 第 １ の 実 施 形  
態 と 実 質 上 同 様 に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う な 継 手 接 続 構 造 を 接 続 体 と し て の ガ ス コ ン セ ン ト ２ Ａ と 接 続 部 材 ４ Ａ と の 接 続  
に 適 用 す る こ と に よ っ て も 、 環 状 収 容 溝 ２ ８ Ａ 内 の 環 状 ス ペ ー サ ３ ４ Ａ に よ っ て 、 Ｃ 型 係  
止 部 材 ３ ６ Ａ が 同 心 状 に 保 持 さ れ る と と も に 、 こ の 同 心 状 状 態 に 保 持 さ れ た 状 態 で 径 方 向  
に 縮 径 及 び 拡 径 さ れ 、 そ れ 故 に 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 作 用 効 果 を 達 成 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 上 述 し た 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 径 方 向 内 周 側 に 配 設 さ れ る ガ ス コ ッ ク の 接 続 部  
（ 又 は 継 手 部 材 の 継 手 部 ） の 外 周 面 に 環 状 収 容 溝 を 設 け 、 継 手 部 材 の 継 手 部 （ 又 は ガ ス コ  
ッ ク の 接 続 部 ） の 内 周 面 に 環 状 係 止 溝 を 設 け て い る が 、 こ れ と は 反 対 に 、 ガ ス コ ッ ク の 接  
続 部 （ 又 は 継 手 部 材 の 継 手 部 ） の 外 周 面 に 環 状 係 止 溝 を 設 け 、 継 手 部 材 の 継 手 部 （ 又 は ガ  
ス コ ッ ク の 接 続 部 ） の 内 周 面 に 環 状 収 容 溝 を 設 け る よ う に し て も よ い 。 尚 、 以 下 の 実 施 形  
態 に お い て 、 第 １ の 実 施 形 態 と 実 質 上 同 一 の 部 材 に は 同 一 の 参 照 番 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を  
省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ６ 及 び 図 ７ に お い て 、 ガ ス コ ッ ク ２ Ｂ の 接 続 部 ８ Ｂ の 外 周 面 に は 、 環 状 収 容 溝 に 代 え  
て 、 環 状 係 止 溝 ４ ６ Ｂ が 設 け ら れ る 。 ま た 、 継 手 部 材 ４ Ｂ の 継 手 部 ６ Ｂ の 内 周 面 に は 、 環  
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状 係 止 溝 に 代 え て 、 環 状 収 容 溝 ２ ８ Ｂ が 設 け ら れ 、 こ の 環 状 収 容 部 ２ ８ Ｂ の 底 部 側 （ 即 ち  
、 径 方 向 外 周 側 ） に 環 状 ス ペ ー サ ３ ４ Ｂ が 収 容 さ れ 、 そ の 開 口 部 側 （ 即 ち 、 径 方 向 内 周 側  
で あ っ て 、 環 状 ス ペ ー サ ３ ４ Ｂ の 周 表 面 側 ） に Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ が 収 容 さ れ る 。 尚 、 環  
状 ス ペ ー サ ３ ４ Ｂ 及 び Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ に つ い て は 、 上 述 し た と 同 様 の 構 成 の も の を 用  
い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 ３ の 実 施 形 態 で は 、 Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ （ Ｃ 字 状 リ ン グ 部 材 ） は 、 次 の よ う に 構 成 す  
る の が 好 ま し い 。 即 ち 、 自 然 状 態 （ 拡 径 、 縮 径 し て い な い 状 態 ） に お け る C 型 係 止 部 材 ３  
６ Ｂ （ Ｃ 字 状 リ ン グ 部 材 ） の 外 径 Ｒ ３ が 、 継 手 部 ６ Ｂ 側 の 環 状 収 容 溝 ２ ８ Ｂ の 開 口 部 の 内  
径 ｒ ３ （ 換 言 す る と 、 継 手 部 ６ Ｂ の 内 径 ） よ り も 大 き く な る よ う に 構 成 さ れ 、 こ の よ う に  
構 成 す る こ と に よ り 、 環 状 収 容 溝 ２ ８ Ｂ に 装 着 し た 状 態 に お い て 、 Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ の  
外 周 部 が 環 状 収 容 溝 ２ ８ Ｂ に 収 容 さ れ る よ う に な り 、 こ の 環 状 収 容 溝 ２ ８ Ｂ か ら の 離 脱 が  
防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 自 然 状 態 に お け る Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ （ Ｃ 字 状 リ ン グ 部 材 ） の 内 径 ｒ ４ が 、 接 続  
部 ８ Ｂ 側 の 環 状 係 止 溝 ４ ６ Ｂ の 開 口 部 の 外 径 Ｒ ４ よ り も 小 さ く な る よ う に 設 定 さ れ 、 こ の  
よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 継 手 部 材 ４ Ｂ の 継 手 部 ６ Ｂ を ガ ス コ ッ ク ２ Ｂ の 接 続 部 ８ Ｂ に  
接 続 し た 状 態 に お い て 、 こ の Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ の 内 周 部 が 接 続 部 ８ Ｂ 側 の 環 状 係 止 溝 ４  
６ Ｂ 内 に 嵌 ま り 込 ん で こ の 環 状 係 止 溝 ４ ６ Ｂ に 係 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 こ の Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ の 直 径 Ｄ ２ が 、 継 手 部 ６ Ｂ 側 の 環 状 収 容 溝 ２ ８ Ｂ の 深 さ  
ｈ ２ よ り も 小 さ く な る よ う に 設 定 さ れ 、 こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ っ て 、 Ｃ 型 係 止 部 材  
３ ６ Ｂ が 後 述 す る よ う に し て 径 方 向 外 方 に 押 圧 さ れ た と き に 径 方 向 外 周 側 に 拡 径 し て 環 状  
収 容 溝 ２ ８ Ｂ に 収 容 さ れ る こ と が 許 容 さ れ 、 こ の と き 、 環 状 ス ペ ー サ ３ ４ Ｂ は 、 径 方 向 外  
方 に 弾 性 変 形 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 尚 、 こ の 実 施 形 態 に お い て も 、 環 状 ス ペ ー サ ３ ４ Ｂ は 、 継 手 部 ６ Ｂ 側 の 環 状 収 容 溝 ２ ８  
Ｂ の 底 部 側 に （ 即 ち 、 Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ の 径 方 向 外 周 側 ） に 収 容 さ れ 、 そ の 表 面 側 （ Ｃ  
型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ と の 接 触 側 ） が 自 然 状 態 に お け る Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ の 外 周 面 と 接 触 乃  
至 近 接 す る 大 き さ と な る よ う に 構 成 さ れ 、 こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 こ の 環 状 収 容  
溝 ２ ８ Ｂ に 収 容 さ れ た Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ が こ の 環 状 収 容 溝 ２ ８ Ｂ に 対 し て 同 心 状 に 保 持  
さ れ る と と も に 、 同 心 状 に 保 っ た 状 態 で Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ が 径 方 向 に 拡 径 及 び 縮 径 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の 第 ３ の 実 施 形 態 で は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ の 内 周 部 が 自 然 状 態  
に お い て 環 状 収 容 溝 ２ ８ Ｂ の 開 口 部 か ら 径 方 向 内 周 側 に 突 出 し 、 接 続 の 際 に 接 続 部 ８ Ｂ 側  
の 先 端 部 が Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ の 突 出 部 に 作 用 す る よ う に な る の で 、 こ の 接 続 部 ８ Ｂ の 先  
端 部 に 先 端 に 向 け て 外 径 が 漸 減 す る テ ー パ 状 外 周 面 ７ ２ が 設 け ら れ る 。 ま た 、 継 手 部 材 ４  
Ｂ の 継 手 部 ６ Ｂ の 内 周 面 に 、 耐 火 用 Ｏ リ ン グ ３ ８ 及 び 気 密 用 Ｏ リ ン グ ４ ０ が 装 着 さ れ 、 こ  
れ に よ っ て 、 こ の 継 手 部 ６ Ｂ と 接 続 部 ８ Ｂ と の 間 の 火 災 時 の 気 密 状 態 及 び 通 常 時 の 気 密 状  
態 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の 第 ３ の 実 施 形 態 に お い て も 、 継 手 部 材 ４ Ｂ の ガ ス コ ッ ク ２ Ｂ へ の 接 続 は 、 例 え ば 、  
継 手 部 材 ４ Ｂ の 継 手 部 ６ Ｂ を ガ ス コ ッ ク ２ Ｂ の 接 続 部 ８ Ｂ に 被 嵌 さ せ て 装 着 方 向 に 装 着 位  
置 ま で 押 し 込 む よ う に す れ ば よ い 。 こ の 装 着 位 置 に 向 け て 移 動 さ せ る と 、 図 ６ か ら 理 解 さ  
れ る よ う に 、 接 続 部 ８ Ｂ の テ ー パ 状 外 周 面 ７ ２ が Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ の 内 周 部 （ 環 状 収 容  
溝 ２ ８ Ｂ か ら 径 方 向 内 周 側 に 突 出 し て い る 部 位 ） に 作 用 し て 径 方 向 外 周 側 に 押 圧 し 、 環 状  
ス ペ ー サ ３ ４ Ｂ が 弾 性 変 形 す る こ と に よ っ て 、 こ の Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ は 径 方 向 外 周 側 に  
拡 径 し て 環 状 収 容 溝 ２ ８ Ｂ 内 に 収 容 さ れ る 。 こ の と き 、 Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ は 環 状 ス ペ ー  
サ ３ ４ Ｂ に よ り 同 心 状 に 保 持 さ れ 、 ま た 接 続 部 ８ Ｂ の テ ー パ 状 外 周 面 ７ ２ が 周 方 向 に 均 一  
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に 作 用 す る の で 、 こ の Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ は 環 状 ス ペ ー サ ３ ４ Ｂ に よ り 同 心 状 に 保 持 さ れ  
た 状 態 で 径 方 向 外 周 側 に 拡 径 さ れ 、 こ れ に よ っ て 、 Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ を ス ム ー ス に 且 つ  
安 定 的 に 拡 径 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の よ う に し て 継 手 部 材 ４ Ｂ を 装 着 位 置 ま で 押 し 込 む と 、 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 、  
継 手 部 材 ４ Ｂ 側 の 環 状 収 容 溝 ２ ８ Ｂ の 径 方 向 内 周 側 に ガ ス コ ッ ク ２ Ｂ 側 の 環 状 係 止 溝 ４ ６  
Ｂ が 位 置 付 け ら れ る 。 か く す る と 、 ガ ス コ ッ ク 本 体 １ ０ Ｂ の 接 続 部 ８ Ｂ の 外 周 面 に よ る Ｃ  
型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ へ の 押 圧 状 態 が 解 除 さ れ 、 こ の Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ が 径 方 向 内 周 側 に 縮  
径 し 、 そ の 内 周 部 が 環 状 係 止 溝 ４ ６ Ｂ 内 に 嵌 め 込 ま れ て こ の 環 状 係 止 溝 ４ ６ Ｂ に 係 止 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の と き 、 環 状 ス ペ ー サ ３ ４ Ｂ は 、 拡 径 状 態 の Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ を 同 心 状 に 保 持 し て  
い る の で 、 拡 径 状 態 が 開 放 さ れ る と 、 こ の Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ は 環 状 ス ペ ー サ ３ ４ Ｂ に よ  
り 保 持 さ れ た 状 態 で 径 方 向 内 周 側 に 同 心 状 に 縮 径 さ れ て 元 の 状 態 に 戻 り 、 こ れ に よ っ て 、  
Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ を 安 定 的 に 縮 径 さ せ て 環 状 係 止 溝 ４ ６ Ｂ に 確 実 に 係 止 さ せ る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の よ う に 、 継 手 部 材 ４ Ｂ の 継 手 部 ６ Ｂ を ガ ス コ ッ ク ２ Ｂ の 接 続 部 ８ Ｂ に 被 嵌 さ せ て 装  
着 方 向 に 押 し 込 む と い う 簡 単 な 操 作 で も っ て 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 継 手 部 材 ４ Ｂ を  
ガ ス コ ッ ク ２ Ｂ の 接 続 部 ８ Ｂ に 所 要 の 通 り に 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 上 述 し た 第 ３ の 実 施 形 態 で は 、 ガ ス コ ッ ク ２ Ｂ （ 接 続 体 ） の 接 続 部 ８ Ｂ の 外 周 側 に 継 手  
部 材 ４ Ｂ の 継 手 部 ６ Ｂ を 被 嵌 さ せ て 接 続 さ せ て い る が 、 こ の よ う な 構 成 に 代 え て 、 第 ３ の  
実 施 形 態 に お い て も 、 ガ ス コ ッ ク ２ Ｂ の 接 続 部 ８ Ｂ の 内 周 側 に 継 手 部 材 ４ Ｂ の 継 手 部 ６ Ｂ  
を 嵌 入 さ せ て 接 続 す る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 、 図 示 し て い な い が 、 ガ ス コ ッ ク ２ Ｂ  
（ 接 続 体 ） の 接 続 部 ８ Ｂ の 内 周 面 に 環 状 収 容 溝 ２ ８ Ｂ が 設 け ら れ 、 こ の 環 状 収 容 溝 ２ ８ Ｂ  
の 底 部 側 （ 径 方 向 外 周 側 ） に 環 状 ス ペ ー サ ３ ４ Ｂ が 配 設 さ れ 、 更 に 環 状 収 容 溝 ２ ８ Ｂ の 開  
口 部 側 （ 径 方 向 内 周 側 ） に Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ が 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 継 手 部 材 ４ Ｂ の 継 手 部 ６ Ｂ の 外 周 面 に 、 ガ ス コ ッ ク ２ Ｂ 側 の 環 状 収 容 溝 ２ ８ Ｂ に  
対 応 し て 環 状 係 止 溝 ４ ６ Ｂ が 設 け ら れ 、 継 手 部 材 ４ Ｂ の 継 手 部 ６ Ｂ を ガ ス コ ッ ク ２ Ｂ の 接  
続 部 ８ Ｂ に 所 要 の 通 り に 嵌 入 さ せ る と 、 ガ ス コ ッ ク ２ Ｂ 側 の 環 状 収 容 溝 ２ ８ Ｂ の 径 方 向 内  
周 側 に 継 手 部 材 ４ Ｂ 側 の 環 状 係 止 溝 ４ ６ Ｂ が 位 置 す る よ う に な る 。 ま た 、 継 手 部 材 ４ Ｂ の  
継 手 部 ６ Ｂ の 先 端 部 に 、 先 端 に 向 け て 外 径 が 漸 減 す る （ 先 端 に 向 け て 縮 径 す る ） テ ー パ 状  
外 周 面 が 設 け ら れ 、 か か る テ ー パ 状 外 周 面 が ガ ス コ ッ ク ２ Ｂ 側 の 環 状 収 容 溝 ２ ８ Ｂ に 収 容  
さ れ た Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ の 内 周 部 に 作 用 し て 拡 径 さ せ る よ う に 作 用 す る 。 尚 、 こ の 場 合  
、 環 状 収 容 溝 ２ ８ Ｂ 、 環 状 係 止 溝 ４ ６ Ｂ 及 び Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ に 関 す る 寸 法 関 係 に つ い  
て は 、 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す 第 ３ の 実 施 形 態 と 同 様 の 関 係 と な る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の よ う に ガ ス コ ッ ク ２ Ｂ の 接 続 部 ８ Ｂ に 継 手 部 材 ４ Ｂ の 継 手 部 ６ Ｂ を 嵌 入 さ せ る よ う  
に 構 成 し た 場 合 に お い て も 、 環 状 収 容 溝 ２ ８ Ｂ 及 び 環 状 係 止 溝 ４ ６ Ｂ に 関 す る 構 成 並 び に  
環 状 ス ペ ー サ ３ ４ Ｂ 及 び Ｃ 型 係 止 部 材 ３ ６ Ｂ に 関 す る 構 成 を 上 述 の 実 施 形 態 と 同 様 に す る  
こ と に よ っ て 、 上 述 し た 実 施 形 態 と 同 様 の 作 用 効 果 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 以 上 、 本 発 明 に 従 う 継 手 接 続 構 造 の 各 種 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ ら  
の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 範 囲 を 逸 脱 す る こ と な く 種 々 の 変 形 乃 至  
修 正 が 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ２ ， ２ Ｂ   ガ ス コ ッ ク （ 接 続 体 ）
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　 ２ Ａ   ガ ス コ ン セ ン ト （ 接 続 体 ）
　 ４ ， ４ Ａ ， ４ Ｂ   継 手 部 材
　 ６ ， ６ Ａ ， ６ Ｂ   継 手 部
　 ８ ， ８ Ａ ， ８ Ｂ   接 続 部
　 ２ ８ ， ２ ８ Ａ ， ２ ８ Ｂ   環 状 収 容 溝
　 ３ ４ ， ３ ４ Ａ ， ３ ４ Ｂ   環 状 ス ペ ー サ
　 ３ ６ ， ３ ６ Ａ ， ３ ６ Ｂ   Ｃ 型 係 止 部 材
　 ４ ６ ， ４ ６ Ａ ， ４ ６ Ｂ   環 状 係 止 溝
　 ５ ０   テ ー パ 状 内 周 面
　 ７ ２   テ ー パ 状 外 周 面
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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